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バイトを共に認める不正咬合者の男性 13 名，女性 16 名の計 58 関節について，顎関節症の臨床症状を
有さない正常咬合者の男性 14 名，女性 13 名の計 54 関節を対照に，顎関節円板の位置異常の状態を詳
細に比較した。これは，矢状断 MR 像に基づく顎関節円板前方転位の標準基準が確立定着しているの
に対し，内方転位の評価基準が未定であることに着目し，冠状段 MR 像に基づく評価基準の策定に挑
んだものである。この検討から，正常咬合者に比較して片側性臼歯部クロスバイト者の円板内外側端
が有意に内側に位置し，両者の差が外側端においてより大きいことが明らかとなった。また，片側性
臼歯部クロスバイト者の顎関節円板内方転位の発症頻度が，クロスバイトの患側と健側の両方におい
て高まり，この咬合異常の影響が両側性であることが確認された。さらに，円板内側端の内側への偏
位が正常咬合者においても高頻度で生じることに基づいて，顎関節症に伴う顎関節円板内方転位の診
断において，外側端の内方偏位に着目することの重要性を指摘した。
本研究の成果は，顎関節症発症における咬合の関与に関する理解の深化を促し，診断基準の妥当性
を高めるもので，本症有病率の高さを勘案すれば，国民の口腔保健向上と歯科学研究への貢献はきわ
めて大きい。よって，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいと判定する。
